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梅雨明けが待ち遠しい折、いかがお過ごしでしょうか。

さて、7月1日から1週間、全国安全週間が実施されます。全国安全週間は今年で97回目になります
が、この間、全国における死亡災害については長期的に減少傾向が続いているものの、休業4日以上の
労働災害の発生件数については平成21年を底に増加に転じ、その後は増加傾向が続いている状態です
。全国安全週間を機に、安全に対する意識のさらなる高揚へ向け取り組んでみてください。

話は変わりまして、次の①～④が何の症状なのかお分かりになりますか？

①イライラする、②ボーっとする（呼びかけに応じない）、③足がつる、④吐き気がする

実は、これらは全て熱中症の症状になります。今年の夏も昨年同様の猛暑になる可能性があるよう
です。熱中症も他の労働災害同様、適切な予防対策を講じることでその多くを防ぐことができます。
右下のＱＲコードも参照のうえ、自社に必要な対策は何か、早めの検討と対策をお願いいたします。

小暑の候 大船渡労働基準監督署 署長 西村 浩二

大船渡労基署ニュース

◆ 今月は です

期間 ：７月１日（月）～７日（日）
スローガン ：危険に気付くあなたの目

そして摘み取る危険の芽
みんなで築く職場の安全

は、労働災害を防止するために「産業界での自主的な活動の推進、職場で

の安全に対する意識の高揚、安全活動の定着を図ること」を目的としています。

この全国安全週間を契機に、国、事業者、労働者等の関係者が一丸となって、一人の被

災者も出さないという基本理念の実現に向け、安全活動に取り組んでまいりましょう！

を展開中です

は、７月が重点取り組み期間です

働く人の
今すぐ使える
熱中症ガイド

http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/3/37/Flag_of_safety_and_health.svg


労働保険の年度更新は7月1０日

が期限になっています。

期限終了間近になりますと、混雑が

予想されますので、お早めに手続き

をお願いいたします。

は、終業時刻から次の始業時刻の間に、一定時間以上の休息期

間（インターバル時間）を設けることで、従業員の生活時間や睡眠時間を確保しようとす

るものです。

当該制度を導入するメリットとしては、以下の様なものが期待されます！

・インターバル時間が短くなるにつれてストレス反応が高くなるほか、起床時に疲労が残

ることが研究結果が明らかになっています。十分なインターバル時間の確保が、従業員の

健康の維持・向上につながります。

・労働人口が減少するなか、人材の確保・定着は、重要な経営課題になっています。十分

なインターバル時間の確保により、ワーク・ライフ・バランスの充実を図ることは、職場

環境の改善等の魅力ある職場づくりの実現につながり、人材の確保・定着、さらには、離

職者の減少も期待されます。

・十分なインターバル時間の確保は、仕事に集中する時間とプライベートに集中する時間

のメリハリをつけることができるようになります。このため、仕事への集中度が高まり、

製品・サービスの品質水準が向上するのみならず、生産性の向上にも期待できます。

働き方・休み方改善ポータルサイト

制度の概要
については
こちら
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関連する助成金の案内


